
●
募
集
職
種
お
よ
び
人
員

▽
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師　５

人
程
度

▽
看
護
助
手　
　
　
　
　

７
人
程
度

●
採
用
後
の
身
分

　

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
企
業

　

団
職
員（
地
方
公
務
員
）

●
採
用
時
期

　

平
成
22
年
10
月

●
応
募
資
格

　

い
ず
れ
も
昭
和
50
年
４
月
２
日
以

　

降
に
生
ま
れ
た
方

●
募
集
期
間

　

９
月
28
日（
火
）ま
で

●
応
募
方
法

▽
提
出
書
類

①
履
歴
書（
顔
写
真
を
添
付
し
た
も
の
）

②
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免
許
証

　

の
写
し

▽
提
出
先

　

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
総
務
課

▽
提
出
方
法

　

募
集
期
間
内
に
持
参
提
出
す
る
こ

と
。

●
選
考
方
法

　

個
別
面
談（
日
程
は
応
募
者
本
人

　

に
別
途
通
知
し
ま
す
。）

☎
公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
総
務
課

　

７
２

－

３
１
８
１

　

福
島
県
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人

ひ
と
り
が
で
き
る
地
球
温
暖
化
対
策

と
し
て
、
自
動
車
か
ら
の
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
削
減
に
繋
が
る
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、

『
福
島
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
』を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
職
場
や
家
庭

か
ら
積
極
的
に
参
加
し
て
、
地
球
に

や
さ
し
い
・
人
に
や
さ
し
い
・
お
財

布
に
や
さ
し
い
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の

方
法
を
修
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
開
催
日
程

　

３
月
28
日
ま
で
の
期
間
中
に
15
回

開
催（
講
習
時
間
は
３
時
間
程
度
）

●
開
催
場
所

　

郡
山
自
動
車
学
校
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産業廃棄物処理施設の設置計画に関するお知らせ
　福島県県中地方振興局に対し、福島県産業廃棄物処理指導要綱（平成２年福島県告示第338号）第
８条第１項の規定に基づく産業廃棄物処理施設等設置等事業計画書の提出がありましたので、同条
第４項の規定によりお知らせします。

平成22年８月10日
１　設置等予定者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名
　　　イハラ建成工業株式会社　代表取締役　上田一誠
　　　静岡県静岡市清水区長崎69番地の１

２　産業廃棄物処理施設等の設置等予定地区
　　　田村郡小野町大字塩庭字向永志田３番地の23

３　産業廃棄物処理施設等の種類
　　　廃プラスチック類の破砕溶融施設１基

４　処理する産業廃棄物の種類
　　　廃プラスチック類（廃発泡スチロールに限り、特別管理産業廃棄物であるものを除く。）以上
　　１種類

５　産業廃棄物処理施設等の処理能力
　　　0.64t ／日（８時間）

６　その他
　　（１）当該事業者は、上記２の場所において発泡スチロールの製造・販売等の事業を行っており、
　　　　自社内で発生する発泡スチロールの不良品の再生利用を行う目的で上記３の破砕溶融施設
　　　　を設置していますが、今般、同施設を用いて、他社で発生する廃発泡スチロールの処理を
　　　　行うため、事業計画書を提出したものです。
　　（２）福島県では、今後必要な審査を行った上で、当該産業廃棄物処理施設等の設置の可否を決
　　　　定することとしております。

☎福島県県中地方振興局県民環境部環境課　０２４－９３５－１５０２
　　　　　　　　　　　　☎町民生活課　７２－６９３３

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院

企
業
団
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会

　
　
無
料
開
催
の
お
知
ら
せ

ー
環
境
に
・
人
に
・
お
財
布
に
や
さ

し
い
運
転
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
！
ー


